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平成24年度第２回大阪府河川整備委員会　議事概要

日　時
：平成24年7月25日（水）14:00～16:10
場　所
：大阪府公館
出席者　：堀委員長、石田委員、下村委員、曽和委員、多々納委員、田中丸委員、中谷委員、福田委員、道奥委員　計９名（欠席：中嶋委員）
結　論

概　要　：〔以下、○委員　●事務局〕
(1) 淀川水系神崎川ブロック河川整備計画（変更原案）について
○資料1-3 P113のコスト欄の計画変更中の費用とは。

●計画変更中の費用には、ダム高が変更する場合の設計見直しや水理模型実験等の費用を計上しており、ダム高を変更しない場合には、河川法の各種手続きに要する委託費等を計上している。もう少し詳しく記述する。
○フラッシュ放流する際に、下流域の住民・利用者への周知については、どのように考えているのか。
●住民・利用者への周知については、パトロール体制や放流警報装置等の活用も含め、今後検討する。
○安威川ダム自然環境保全対策検討委員会（以下、「ダム環境委員会」とする。）において、フラッシュ放流の流量に関して、高水敷まで冠水させる流量とするかどうかが議論されているようだが、そのポイントは、高水敷上のためなのか、それとも河川全体のためなのか。
○高水敷が自然に形成された河川と安威川のような高水敷が人工的に整備された河川では、冠水に伴う環境改善効果には相違があり、ダム環境委員会の委員間でも、この点のイメージが共有できていない。
○安威川のように高水敷の多くが舗装されている中で、冠水による効果には何を期待するのか整理が必要では。フラッシュ放流もさることながら、ダムができると、上流からの土砂供給が低減することから、この点に関しても考慮願いたい。さらに、将来的に降雨予測精度が向上し、予備放流による利水容量の治水効果の発揮も十分に期待できると考えられることから、この点についても視野に入れてもらえればと思う。
○フラッシュ放流に期待するのは、掃流力による河床攪乱であり、指標としては流量ではなく、掃流力である点に留意願いたい。たとえ流量が小さくとも、掃流力が大きく河床攪乱が起こるならば、問題ないと考える。また、フラッシュ放流だけでなく、上流からの土砂供給も考慮しないと、下流環境は良くならない。
○フラッシュ放流を考慮していない段階では、ダムから下流への最大放流能力をどのくらいと見込んでいたのか。
●緊急時の水位低下用も含めて約10m3/sである。

○ダムの目的変更に関する意思決定の基準となった費用が、放流量の増量に伴う設備変更等で、後になって大きく増額することがないよう注意頂き、本委員会へもしかるべきタイミングで報告願いたい。
○河川整備計画（変更原案）の内容について、了承。今後、本日の委員意見を踏まえ修正のうえ、住民意見聴取の手続きを進めること。
(2) 二級河川石津川水系の当面の治水目標の設定について
○資料2-2 P11に、H20.9に堺市で時間雨量93.5mmとあるが、この雨に対しても、当面の治水目標に対応した治水対策で被害は防げるのか。
●H20.9の豪雨は、ゲリラ豪雨と言われるもので、1時間程度の間に集中し、空間的にも局所的な豪雨であった。一方、治水計画の対象降雨は、時間雨量だけで見ると、ゲリラ豪雨より小さいが、日雨量単位では大きく、また空間的に見ても流域一様の降雨を想定していることから、特性が異なるこれらの比較は困難。仮に、このようなゲリラ豪雨が降れば、下水道が排水しきれず内水浸水の発生が想定されるが、河川氾濫は生じない。
○氾濫解析結果を示した図面において、氾濫想定エリアが、商業系、住宅系、市街化調整区域等の用途地域としてどのような地域であるか、併せて見ることができれば、治水対策を考える上でも有効と考えられる。
○氾濫解析結果を示した図面に重ね合わせまではしなくとも、用途地域を示した都市計画図等の参考資料を委員会時に閲覧できるよう準備いただければと思う。
○氾濫解析結果において、「被害最大となる１洪水」と記載しているが、具体的には、複数想定される破堤点の中で、各破堤点ごとに被害を算出し、被害が最大となる破堤点シナリオにより氾濫解析結果を示していることから、より正確な意味が伝わるよう表現を修正いただきたい。
○石津川においては、JR津久野駅周辺が治水上弱いこととなるが、何か個別の対策が必要なのでは。
○整備目標水準を超える雨に対する被害を可能な限り把握すべき、特に駅前の地下街等の地域の特殊性については丁寧な調査と説明が必要。
○次回への整理として「地下街があるから河川整備を行う」というものではなく、あくまで水防の範囲であることから整理いただきたい。

○氾濫解析結果を地図上に示すうえで、地下街が立地しているなど地域の特殊性を表現しておくことは大切。

　次回以降、手法を検討する時点では、特に65mmを超える雨に対する被害に関して、地域特性を踏まえた細かな被害状況や懸念事項を示してもらいたい。
○当面の治水目標に関して、石津川・和田川は時間雨量65mm程度対応、百済川・百舌鳥川・甲斐田川・陶器川・妙見川は現状で府内で目標とすべき治水レベルに達していることで了承。
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